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東郷二十世紀梨導入100年を記念した

「梨の日」行事が７
ナ

月４
シ

日に100年樹の前で開

催され節目を祝福した。

希望を胸に1年生苗木が移植され、次の100年

に向けての新たなスタートがはじまった。
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平
成
15
年
7
月
に
「
次
世

代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」

が
制
定
さ
れ
、
平
成
17
年
か

ら
10
年
間
、
地
方
公
共
団

体
、
企
業
等
が
集
中
的
・
計

画
的
な
取
り
組
み
を
促
進
す

る
「
行
動
計
画
」
の
策
定
が

義
務
づ
け
ら
れ
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
昨
年

2
月
に
、
少
子
化
対
策
を
町

政
の
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ

と
し
て
位
置
付
け
「
湯
梨

浜
町
次
世
代
育
成
支
援
計

画
」・「
ゆ
り
は
ま
す
こ
や
か

子
育
て
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

た
。
町
の
計
画
で
は
、
各
年

度
に
お
い
て
実
施
状
況
を
把

握
・
点
検
し
、
そ
の
後
の
施

策
や
計
画
の
見
直
し
等
に
反

映
さ
せ
て
い
く
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
協
議
会
に

お
い
て
、
今
後
の
計
画
の
実

施
状
況
を
把
握
・
点
検
さ
れ

る
よ
う
だ
が
平
成
17
年
度
を

ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か

伺
う
。

答
弁
（
町
長
職
務
代
理
者
）

　

こ
の
法
案
の
目
的
で
あ
る

湯
梨
浜
町
次
世
代
育
成
支
援

対
策
協
議
会
は
、「
ゆ
り
は

ま
す
こ
や
か
子
育
て
プ
ラ

ン
」
の
策
定
及
び
推
進
に
必

要
な
措
置
な
ど
を
協
議
、
検

討
、
評
価
す
る
組
織
と
し
て
、

主
任
児
童
委
員
・
医
師
・
保

育
士
・
住
民
代
表
な
ど
で
構

成
さ
れ
設
置
さ
れ
た
。

　

平
成
17
年
度
に
行
っ
た
支

援
施
策
は
概
ね
計
画
通
り
進

捗
し
て
い
る
。
妊
産
婦
・
乳

幼
児
・
父
母
を
対
象
に
し

た
「
え
っ
ぐ
ク
ラ
ブ
」、「
え

っ
ぐ
ビ
ク
ス
」、「
五
歳
児
健

濱中武仁議員

Q
次
世
代
育
成
支
援
の

実
施
状
況
と
見
直
し
は

A
概
ね
計
画
通
り
進
捗

診
」、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
本
町
独

自
の
施
策
は
評
価
さ
れ
て
い

る
。

　

本
年
4
月
の
機
構
改
革
で

子
育
て
支
援
課
が
児
童
福
祉
、

母
子
保
健
を
担
当
し
、
多
角

的
で
か
つ
効
果
的
な
支
援
策

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
と

も
委
員
会
や
住
民
の
意
見
を

聞
き
、
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
実

施
す
る
。

町政のここが聞きたい!!

ファミリーサポートセンター事務室（羽合分館内）

　平成18年６月定例会は、６月26日に５名の議員より一般質問が
あり、町政全般について熱心に議論を展開した。
　質問及び答弁の要旨は次のとおりである。

一　般　質　問
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平
成
13
年
度
か
ら
旧
羽
合

町
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
を
認

証
取
得
し
、
町
民
の
要
望
・

相
談
・
苦
情
等
の
迅
速
な
対

応
な
ど
、
良
好
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
と
言

う
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

に
は
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意

識
改
革
が
必
要
、
研
修
等
を

行
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
た
い
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
は
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
な
っ
て
い
る

の
か
伺
う
。

　

職
員
か
ら
も
Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
必

要
な
い
、
無
駄
な
仕
事
で
は

と
い
う
声
も
あ
る
。
平
成
16

年
度
約
４
８
０
万
円
、
平
成

17
年
度
約
２
０
０
万
円
の
経

費
が
か
か
っ
て
い
る
。
町
の

財
政
状
況
か
ら
無
駄
を
な
く

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
費

用
対
効
果
の
点
か
ら
必
要
な

の
か
ど
う
か
、
真
剣
に
検
討

さ
れ
る
べ
き
と
思
う
が
。

答
弁
（
町
長
職
務
代
理
者
）

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
シ
リ
ー

ズ
の
基
本
は
、
町
民
に
的
確

で
均
一
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
町
の
経
営
方
針
・

各
課
の
目
標
を
定
め
、
苦
情

等
迅
速
で
確
実
な
対
応
及
び

継
続
的
な
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
平
成
17
年
度
か
ら

明
る
い
庁
舎
推
進
委
員
を
選

任
し
、
サ
ー
ビ
ス
改
善
の
た

め
の
接
遇
研
修
や
職
員
全
体

で
も
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

町
民
か
ら
の
苦
情
・
要
望
等

の
処
理
事
項
の
記
録
、
ト
ッ

プ
ま
で
の
報
告
、
確
認
す
る

シ
ス
テ
ム
の
意
識
改
革
を
繰

り
返
し
行
っ
て
い
る
。

　

全
職
員
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
推
進
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
職
員
の
地
域
間

格
差
を
埋
め
る
努
力
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
費
用
対
効

果
か
ら
の
計
算
は
困
難
で
あ

る
。
町
民
に
均
等
な
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
。

Q
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
見
直
し
を

　

A
均
等
な
住
民
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　

の
提
供
に
努
力

評
価
は
実
施
さ
れ
て
い
る
か
、

ま
た
、
愛
国
心
の
評
価
制
度

に
つ
い
て
の
教
育
長
の
見
解

を
伺
う
。

　

来
年
度
か
ら
全
国
一
斉
テ

ス
ト
が
実
施
さ
れ
る
。
学
校

の
序
列
化
、
小
学
校
の
早
い

時
期
か
ら
、
で
き
る
・
で
き

な
い
子
の
習
熟
度
別
の
固
定

化
教
育
は
、
等
し
く
学
習
す

る
権
利
を
保
障
し
た
憲
法
に

反
す
る
。
競
争
原
理
を
教
育

に
持
ち
込
ま
ず
、
少
人
数
学

級
を
増
や
し
、
教
育
の
充
実

を
図
る
べ
き
と
思
う
が
見
解

を
伺
う
。

答
弁
（
教
育
長
）

　

現
在
の
学
習
指
導
要
領
は
、

先
人
の
業
績
や
文
化
遺
産
へ

の
興
味
・
関
心
と
理
解
、
歴

史
や
伝
統
を
大
切
に
し
国
を

愛
す
る
心
情
を
育
て
、
歴
史

上
の
人
物
の
働
き
や
代
表
遺

産
等
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
る
。
評
価

に
つ
い
て
は
４
つ
の
基
準
で

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
心
情

的
に
ふ
れ
る
評
価
は
実
施
し

て
い
な
い
。
特
に
、
愛
国
心

と
い
う
情
に
つ
い
て
は
個
々

　

憲
法
十
九
条
で
思
想
・
良

心
・
内
心
の
自
由
が
保
障
さ

れ
て
い
る
。
全
国
各
地
で
も

愛
国
心
に
対
す
る
通
知
表
の

評
価
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

内
心
の
自
由
を
評
価
す
る
こ

と
は
難
し
い
、
問
題
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
見
直
し
や
廃

止
を
す
る
学
校
も
増
え
て
い

る
。
小
泉
首
相
で
す
ら
「
内

心
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
強
制

す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
言

っ
て
い
る
。
本
町
に
お
い

て
「
愛
国
心
」
に
つ
い
て
の

竹中壽健議員

Q
愛
国
心
評
価
は

内
心
の
自
由
を
侵
す
の
で
は

A
愛
国
心
の
評
価
は
困
難

異
な
る
の
が
当
然
で
、
評
価

は
困
難
と
考
え
る
。

　

来
年
４
月
に
全
国
一
斉
テ

ス
ト
が
実
施
さ
れ
る
。
目
的

は
学
力
調
査
だ
が
、
そ
れ
以

外
に
学
力
と
学
習
環
境
・
家

庭
環
境
と
の
相
関
を
調
査
す

る
も
の
で
、
テ
ス
ト
結
果
は

市
町
村
の
比
較
材
料
に
な
ら

な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
く
。

生
徒
が
等
し
く
学
習
す
る
手

だ
て
・
配
慮
を
大
切
に
し
て

い
く
、
可
能
な
限
り
少
人
数

学
級
は
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ISO行政経営方針

新聞記事
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障
害
者
自
立
支
援
法
が
昨

年
10
月
に
制
定
さ
れ
た
。

　

利
用
者
の
一
割
負
担
、
あ

る
い
は
サ
ー
ビ
ス
を
要
す
る

人
ほ
ど
利
用
者
負
担
が
多
く

な
る
応
益
負
担
と
な
っ
た
。

10
月
１
日
に
は
運
用
と
な
る

が
、
内
容
に
つ
い
て
の
説
明

は
十
分
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　

障
害
者
福
祉
計
画
と
町
の

福
祉
計
画
と
の
整
合
性
は
ど

う
な
の
か
。

　

就
労
支
援
で
は
、
小
規
模

作
業
所
は
補
助
金
が
打
ち
切

ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
が
、

町
の
基
本
的
な
考
え
は
ど
う

か
。
ま
た
、
就
労
移
行
支
援

と
し
て
人
員
配
置
も
必
要
と

な
る
。
特
に
、
サ
ー
ビ
ス
管

理
責
任
者
は
重
要
な
役
割
を

担
う
こ
と
に
な
る
が
、
人
員

配
置
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

答
弁
（
町
長
職
務
代
理
者
）

　

自
立
支
援
法
は
、
障
害
の

あ
る
方
々
の
自
立
と
社
会
参

加
を
支
え
る
も
の
で
、「
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
地

域
生
活
支
援
事
業
」
の
二
つ

に
分
か
れ
る
。
10
月
の
完
全

施
行
を
前
に
県
市
町
村
も

『
走
り
な
が
ら
考
え
る
』
状

況
だ
が
、
障
害
者
の
方
々
に

支
障
を
生
じ
な
い
よ
う
対
応

し
て
い
く
。
７
月
に
は
、
障

害
者
と
の
意
見
交
換
会
等
も

開
き
、
実
態
や
意
向
等
を
聞

い
て
事
業
に
反
映
さ
せ
る
。

　

旧
町
村
の
障
害
者
計
画
と

介
護
保
険
と
老
人
保
健
の
計

画
を
網
羅
し
て
、
障
害
者
福

祉
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

　

就
労
支
援
の
基
本
姿
勢
は
、

障
害
者
の
社
会
参
加
、
自
立

の
促
進
で
あ
る
。
10
月
ま
で

に
「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
」
が
障
害
者
の
方
々
の
身

近
な
活
動
拠
点
と
な
る
よ
う

に
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い

る
。
町
内
に
小
規
模
作
業
所

が
２
ヶ
所
あ
る
が
、
現
実
問

題
と
し
て
、
仕
事
を
確
保
す

る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
あ

る
。
雇
用
の
機
会
創
出
に
向

け
、
情
報
収
集
や
啓
発
な
ど

積
極
的
に
取
り
組
む
。

　

専
門
職
員
の
配
置
と
社
協

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

答
弁
（
町
長
職
務
代
理
者
）

　

今
年
３
月
28
日
、
漁
業
者

27
名
で
管
理
組
合
が
結
成
さ

れ
た
。
羽
合
漁
港
は
小
型
漁

船
を
中
心
に
、
40
隻
を
目
標

に
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

維
持
管
理
は
町
と
管
理
組
合

で
役
割
分
担
し
、
適
切
に
管

理
を
行
う
。

　

橋
津
川
の
不
法
係
留
対
策

に
つ
い
て
は
、
地
元
要
望
を

受
け
、
県
に
要
請
を
行
っ
て

い
る
。
県
は
地
元
船
舶
所
有

者
・
漁
協
・
町
等
関
係
者
で

橋
津
川
不
法
係
留
対
策
協
議

会
を
設
置
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
る
。
町
は
機
会
あ
る

ご
と
に
河
川
管
理
者
に
対
し

て
不
法
係
留
対
策
を
要
請
し

て
い
る
が
、
進
ま
な
い
の
が

実
情
で
あ
る
。

　

係
留
に
つ
い
て
は
、
権
限

の
な
い
所
に
一
定
期
間
継
続

し
て
置
か
れ
て
い
る
も
の
は

不
法
係
留
に
該
当
す
る
と
思

う
。
町
と
し
て
河
川
管
理
者

と
一
体
的
に
不
法
係
留
撲
滅

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
橋
津
川
不
法
係
留

解
消
の
た
め
の
対
策
は

　

A
県
と
一
体
的
に
取
り
組
む

Q
障
害
者
自
立
支
援
の
取
り
組
み
は

　

A
雇
用
創
出
に
向
け

　
　
　
　
　

積
極
的
に
取
り
組
む

　

昨
年
12
月
に
羽
合
漁
港
の

開
港
式
が
行
わ
れ
た
。
漁
港

管
理
に
つ
い
て
は
、
漁
協
関

係
者
が
組
合
を
作
り
、
そ
の

組
合
に
維
持
管
理
等
も
す
べ

て
一
任
す
る
と
聞
い
た
が
、

そ
の
後
の
経
過
を
聞
き
た
い
。

　

橋
津
川
の
不
法
係
留
に
つ

い
て
、
地
元
か
ら
毎
年
の
よ

う
に
陳
情
や
要
望
が
出
さ
れ

て
い
る
が
、
不
法
係
留
解
消

の
た
め
の
対
策
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

係
留
に
つ
い
て
、
不
法
係

留
か
一
時
係
留
か
、
町
の
認

識
を
伺
い
た
い
。
町
単
独
で

取
り
締
ま
る
つ
も
り
は
な
い

の
か
伺
う
。

浦木　靖議員

小
規
模
作
業
所
あ
り
ん
こ

（
藤
津
地
域
）

不法係留（橋津川左岸）
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地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
、

自
治
体
は
厳
し
い
財
政
状
況

だ
が
、
住
民
の
暮
ら
し
・
福

祉
を
守
る
町
政
を
要
望
し
た

い
。

　

保
育
所
は
財
政
を
理
由
に

民
営
化
し
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
る
。
ま
た
、
認
定
保
育

園
制
度
も
新
た
に
出
て
き
た

が
、
安
易
に
取
り
入
れ
る
こ

と
に
は
反
対
で
あ
る
。
病
後

児
保
育
に
つ
い
て
も
町
の
見

解
を
伺
う
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
土

曜
日
廃
止
や
長
期
休
暇
中
の

開
始
時
間
の
変
更
に
不
満
の

声
が
あ
る
、
も
っ
と
利
用
者

の
意
見
に
耳
を
傾
け
て
は
ど

う
か
。

　

医
療
制
度
改
革
法
が
成
立

し
、
住
民
の
負
担
は
大
変
な

状
況
で
あ
る
。
国
保
税
が
引

き
上
げ
に
な
っ
た
が
、
今
後

財
政
を
建
て
直
し
、
引
き
下

げ
る
努
力
を
期
待
し
た
い
が
、

ど
ん
な
対
策
を
と
っ
て
い
く

の
か
伺
う
。

答
弁
（
町
長
職
務
代
理
者
）

　

公
立
保
育
所
の
運
営
を
基

本
に
し
、
公
立
で
あ
れ
、
民

営
で
あ
れ
、
幼
保
連
携
施
設

で
あ
れ
、
地
域
の
施
設
と
し

て
住
民
の
期
待
に
答
え
、
低

保
育
料
を
維
持
し
な
が
ら
快

適
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
取

組
む
。
病
後
児
保
育
な
ど
今

後
い
ろ
い
ろ
な
要
望
が
で
て

く
る
と
思
う
が
、
そ
れ
ら
に

応
え
ら
れ
る
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
的
な
施
設
を
前
向
き

に
考
え
た
い
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
は
再
度
調
査
、
研
究
す

る
。

　

国
保
会
計
は
医
療
費
の
増

加
に
よ
り
、
平
成
17
年
度
は

前
年
度
対
比
10
％
の
伸
び
で

あ
る
。
健
康
教
室
、
健
康
相

談
、
定
期
的
健
診
の
奨
励
等

行
っ
て
い
く
。

　

情
報
環
境
基
盤
整
備
事
業

は
３
月
議
会
で
実
施
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
住
民
に
新
た

な
負
担
を
負
わ
せ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
要
望
す
る
。

　

先
般
三
原
市
を
視
察
し
た

が
、
施
設
が
十
分
活
用
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
と
思
っ
た
。

町
に
は
ど
の
よ
う
な
報
告
が

な
さ
れ
た
の
か
伺
い
た
い
。

　

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
（
光
ケ
ー
ブ

ル
）
と
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
（
同
軸
ケ

ー
ブ
ル
）
の
違
い
、
Ｆ
Ｔ
Ｔ

Ｈ
を
選
択
し
た
理
由
に
つ
い

て
説
明
し
て
欲
し
い
。
巨
額

の
費
用
投
資
を
す
る
の
だ
か

ら
、
町
民
の
利
益
に
な
る
よ

う
、
作
っ
て
良
か
っ
た
と
い

え
る
施
設
を
作
る
努
力
を
し

て
ほ
し
い
。

　

先
日
各
家
庭
に
配
置
さ
れ

た
防
災
無
線
と
の
二
重
投
資

に
は
な
ら
な
い
か
。

　

Ｔ
Ｃ
Ｂ
（
東
伯
地
区
有
線

放
送
）
と
Ｈ
Ｃ
Ｖ
（
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
東
ほ
う
き
）
を
統

一
す
れ
ば
コ
ス
ト
削
減
に
な

ら
な
い
か
伺
う
。

答
弁
（
町
長
職
務
代
理
者
）

　

三
原
市
視
察
に
つ
い
て
は
、

町
民
に
ど
の
よ
う
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
か
、

ま
た
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
を
な
ぜ
選
択

し
た
の
か
、
理
由
・
根
拠
の

明
確
化
を
意
識
し
な
が
ら
視

察
に
行
く
よ
う
に
指
示
し
た
。

今
回
の
視
察
を
受
け
、
企
画

課
を
中
心
に
、
す
べ
て
の
課

を
対
象
に
し
た
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
利

活
用
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
は
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
の

同
軸
ケ
ー
ブ
ル
よ
り
は
耐
用

年
数
が
長
く
、
雷
や
雑
音
に

対
す
る
被
害
に
強
い
の
で
採

用
し
た
い
。
住
民
負
担
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
音
声
告
知

機
利
用
者
に
は
負
担
は
な
い
。

事
業
が
始
ま
る
中
で
地
域
別

説
明
会
を
し
た
い
。

　

防
災
無
線
は
行
政
か
ら
の

一
方
通
行
で
あ
り
、
双
方
向

の
音
声
告
知
機
と
は
根
本
的

に
違
う
。

　

Ｈ
Ｃ
Ｖ
と
Ｔ
Ｃ
Ｂ
の
統
一

に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
事

業
と
は
直
接
関
係
な
い
が
、

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
開
始
す
る

た
め
の
コ
ス
ト
削
減
に
は
な

る
。

HCVの内部風景

Q
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

A
住
民
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
努
力

増井久美議員

Q
新
た
な
住
民
負
担
が
あ
る
の
か

　
　

A
音
声
告
知
機
は
無
料
貸
与

田
植
え
（
田
後
保
育
所
）
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答
弁
（
町
長
職
務
代
理
者
）

①
聴
覚
障
害
者
の
方
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
公
共
施

設
・
各
庁
舎
に
す
る
た
め

に
「
耳
マ
ー
ク
」
を
設
置
し
、

職
員
の
対
応
能
力
も
高
め
て

い
く
。

②
利
用
者
負
担
は
、
中
部
圏

域
各
町
が
集
ま
り
協
議
を
行

な
っ
て
い
る
。
結
果
を
踏
ま

え
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
た

い
。

③
本
町
単
独
で
の
事
業
展
開

は
難
し
い
の
で
、
近
隣
の
自

治
体
と
共
同
実
施
で
進
め
て

い
き
た
い
。

④
重
要
性
は
承
知
す
る
が
、

単
町
で
の
設
置
は
困
難
で
あ

る
。
中
部
圏
域
で
の
設
置
の

可
能
性
に
つ
い
て
、
関
係
団

体
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

⑤
聴
覚
障
害
者
向
け
に
は
情

報
が
入
る
と
光
で
点
滅
し
、

情
報
を
文
字
で
表
示
す
る
こ

と
の
で
き
る
装
置
を
無
償
で

配
備
す
る
。

①
公
的
施
設
で
の
「
耳
マ
ー

ク
」
の
設
置
に
つ
い
て
の
意

向
は
あ
る
の
か
。

②
聴
覚
障
害
者
の
手
話
通
訳

等
の
利
用
者
負
担
は
導
入
す

べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が
。

③
手
話
通
訳
者
の
養
成
及
び

派
遣
事
業
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
計
画
し
て
い
る
か
。

④
聴
覚
障
害
者
の
方
の
活
動

拠
点
の
要
望
が
あ
る
が
ど
う

か
。

⑤
現
在
、
防
災
行
政
無
線
機

を
全
戸
へ
貸
与
し
て
い
る
が
、

聴
覚
障
害
者
へ
の
配
慮
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

Q
「
耳
マ
ー
ク
」
の
設
置
は

A
早
急
に
設
置
す
る

村中隆芳議員

議 案 審 議6月定例会 
　第４回定例会が平成18年6月26日から29日までの4日間の会期で開催された。
　湯梨浜町一般会計補正予算(第1号)など10議案を可決し、人権擁護委員の候補者
の推薦は適任者と認めた。

　

専
決
処
分
の
承
認

☆
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

予
算

　

医
療
費
増
加
分
に
対
す
る

繰
上
げ
充
用
、
１
億
７
１
６

万
３
千
円
を
追
加
補
正
。

条
例
改
正

☆
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　

休
息
時
間
を
廃
止
し
、
休

憩
時
間
に
一
本
化
す
る
。

☆
防
災
行
政
情
報
無
線
連
絡

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

施
設
の
名
称
、
位
置
を
改

正
。

☆
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る

退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

法
律
施
行
令
の
改
正
に
伴

う
も
の
で
、
退
職
報
償
金
の

支
給
額
を
改
正
。

☆
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の

派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

特
定
法
人
へ
職
員
を
派
遣

す
る
た
め
の
改
正
。

☆
多
目
的
温
泉
保
養
施
設
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

裸
風
呂
、
会
議
室
等
の
利

用
料
を
設
定
す
る
も
の
。

　

補
正
予
算

☆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

大
字
名
変
更
に
伴
う
経
費
、

雷
被
害
修
繕
工
事
、
青
少
年

育
成
対
策
な
ど
、
３
千
４
４

条
例
改
正

専
決
処
分
の
承
認

補
正
予
算

龍
吟
の
湯
（
龍
鳳
閣
）

窓口に設置された「耳マーク」
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・
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
に
つ
い
て

☆
６
月
20
日

・ 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い

て
・
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
に
つ
い
て

☆
６
月
27
日

・
第
４
回
定
例
会
提
出
議
題

・
陳
情
審
査

☆
５
月
12
日

・
第
３
回
臨
時
会
提
出
議
題

☆
６
月
27
日

・
第
４
回
定
例
会
提
出
議
題

・
陳
情
審
査

☆
４
月
11
日

・ 

龍
鳳
閣
の
改
修
工
事
に
つ

い
て

☆
４
月
28
日

・ 

龍
鳳
閣
の
改
修
工
事
に
つ

い
て

☆
５
月
16
日

・
第
３
回
臨
時
会
提
出
議
題

☆
６
月
28
日

・
第
４
回
定
例
会
提
出
議
題

☆
６
月
29
日

・ 

秋
田
議
員
の
死
去
に
伴
う

委
員
長
の
互
選

　
　

委
員
長　

福
本
幸
弘

☆
７
月
６
日

・ 

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
・ 

福
本
委
員
長
辞
職
に
伴
う

委
員
長
・
副
委
員
長
の
互

選

　
　

委
員
長　
　

増
井
久
美

　
　

副
委
員
長　

入
江　

誠

☆
４
月
７
日

・ 

議
会
だ
よ
り
第
８
号
内
容

検
討
、
編
集

☆
４
月
14
日

・
議
会
だ
よ
り
第
８
号
校
正

☆
６
月
29
日

・
議
会
だ
よ
り
第
９
号
内
容

　

検
討

☆
７
月
18
日

・
議
会
だ
よ
り
第
９
号
編
集

☆
８
月
７
日

・
議
会
だ
よ
り
第
９
号
校
正

☆
５
月
17
日

・
第
３
回
臨
時
会
提
出
議
題

・
第
４
回
定
例
会
に
つ
い
て

☆
６
月
15
日

・
第
４
回
定
例
会
に
つ
い
て

☆
６
月
26
日

・
議
案
訂
正
に
つ
い
て

と
き　

平
成
18
年
８
月
１
日

と
こ
ろ　

琴
浦
町
赤
碕
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　

県
観
光
課
長
の
木
村
敬
氏

を
講
師
に
招
き
「
観
光
は
地

域
づ
く
り
。
観
光
は
中
部
を

元
気
に
！
」
の
演
題
で
境
港

市
の
実
例
を
分
か
り
や
す
く

話
さ
れ
、
４
町
の
議
会
議
員

約
50
名
が
熱
心
に
メ
モ
を
取

り
、
今
後
の
中
部
の
観
光
開

発
の
取
り
組
み
に
大
い
に
役

立
っ
た
。

委員会活動

４
万
３
千
円
を
追
加
補
正
。

☆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

　

汚
水
ポ
ン
プ
取
替
工
事
、

町
道
改
良
工
事
に
伴
う
下
水

道
管
移
設
に
３
９
９
万
円
を

追
加
補
正
。

☆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

　

介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
改
修
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
費
な

ど
、
３
９
９
万
円
を
追
加
補

正
。

　

そ
の
他

☆
町
道
路
線
認
定

　

以
前
か
ら
住
宅
が
建
築
さ

れ
て
い
る
集
落
内
道
路
で
、

田
後
長
砂
線
ほ
か
18
路
線
。

☆
人
権
擁
護
委
員

　

・
小
原
冨
士
子
（
松
崎
）

　

・
尾
西
正
己
（
羽
衣
石
）

　

両
名
と
も
適
任
者
と
認
め

る
。

そ
の
他

教
育
産
業

　
　

常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

教
育
施
設
利
用
調
査

　
　

特
別
委
員
会

議
会
広
報
調
査

　
　

特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

中
部
町
議
会
議
員
研
修

☆
５
月
17
日

・
第
３
回
臨
時
会
提
出
議
題

・ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ

い
て

☆
６
月
１
日

・ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ

い
て

・
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

・
国
民
保
護
計
画
に
つ
い
て

・
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

教育施設利用調査特別委員会風景

中部町議会議員研修
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請願・陳情審査請願・陳情審査
６月定例会において常任委員会に付託した請願・陳情は、慎重に審査を行い次のとおり決定
した。

☆請願☆
件　　　名 請　願　者 紹介議員 審査結果

出資法の上限金利の引き下げ等、「出資の受入れ、預
り金及び金利等の取締りに関する法律」及び「貸金
業の規制等に関する法律」の改正を求める請願

鳥取県労働者福祉協議会
　理事長　中田博明　 酒井幸雄 採　択

☆陳情☆
件　　　名 陳　情　者 審査結果

「市場化テスト法案」に関する意見書採択の要請 自治労連鳥取県本部
　執行委員長　植谷　和則

不採択

地方交付税制度の財源保障機能を堅持し、充実させる陳情 趣旨採択

湯梨浜町の「鳥」指定についての陳情 日本野鳥の会鳥取県支部
　支部長　竹中　稔 趣旨採択

「認定子ども園」の拙速な創設に反対する意見表明を
求める要望

鳥取の保育を考える会
　会　長　石井　由加利 継続審査

意見書提出
出資法の上限金利の引き下げ等、「出資の受入れ、預り金及び金利等の取締りに関
する法律」及び「貸金業の規制等に関する法律」の改正を求める意見書は、議員提
出議案として提出され、全会一致で可決された。
意見書は、内閣総理大臣ほか関係各大臣に提出した。

　

第
３
回
臨
時
会
が
平
成
18

年
５
月
18
日
に
招
集
さ
れ
、

11
議
案
を
可
決
し
た
。

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

・ 

平
成
17
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）

・ 

平
成
17
年
度
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

・ 

平
成
17
年
度
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

・
税
条
例
の
一
部
改
正

　

 

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う

も
の
。

・ 

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

 

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う

も
の
。

○
多
目
的
温
泉
保
養
施
設
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

○
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　

 　

防
災
行
政
無
線
施
設
整

備
工
事
で
、
戸
別
受
信
機

の
追
加
、
移
動
局
の
追
加

な
ど
の
事
業
費
の
変
更
。

○
字
の
名
称
の
変
更
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

○
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

 　

こ
の
３
議
案
は
、『
大

字
長
瀬
』
が
『
は
わ
い
長

瀬
』
に
名
称
変
更
に
な
る

こ
と
に
伴
う
も
の
。

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

 　

平
成
18
年
度
に
お
け
る

国
保
税
の
税
率
を
改
正
す

る
も
の
。

第
三
回
臨
時
会
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　地方自治体が国庫補助を受けて建設した施設（保育所、幼稚園、小・中学校、給食セン
ター、体育館、公民館、図書館等）の跡地利用について、合併等により目的以外に有効利
用しても補助金の返還を求めないよう、補助金制度の運用改善を図っていただきたい。
　予算執行の適正化を図る目的で制定されました、補助金等適正化法の趣旨は十分に理解
するところであります。
　しかし、近年急激に進んでおります少子・高齢化に伴い園児・児童の大幅な減少による
保育所や幼稚園の統廃合、また、教育効果の向上を図る観点から小・中学校規模の適正化
の推進、さらには市町村合併の促進により新市町村において事務の合理化・効率化や経費
削減のため施設の統合整備などが取組まれております。その中で近年特に保育所や小学校
の統合が多く進められています。
　本町においても平成16年度に３つの小学校を新設統合し、平成17年度には２つの小学校
をそれぞれ新設統合しました。それに伴い旧小学校の跡地利用が検討されているところで
あります。
　しかしながら、国庫補助金等の交付を受けて取得した施設であり補助金等の返還や、地
方債を財源として建設した施設でもあり地方債繰上償還等を十分考慮しなければなりませ
ん。本町議会教育施設利用調査特別委員会においても協議の段階で補助金返還額等が相当
大きく影響し、施設の有効利用に大変苦慮しております。本町に限らず各自治体において
も教育施設への有効利用も限度があると思います。また、補助金の目的以外の有効利用や
早期の処分が望ましい意見も多く出ております。
　よって、合併特例法に基づき合併した市町村に対しては、施設が耐用年数を経過してな
くとも当初の目的が達成されている施設については、他の用途転用や廃止に伴う補助金返
還を求めないよう、補助金等適正化法に基づく補助金制度の大幅な運用改善を図られるこ
とを強く要望します。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出します。

　　　　平成18年７月27日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県東伯郡湯梨浜町議会

提出先　内閣総理大臣、総務大臣、法務大臣、財務大臣、文部科学大臣、
　　　　厚生労働大臣、農林水産大臣、国土交通大臣

議員発議で政府に
　　　　意見書を提出
【施設の統合整備に伴う跡地利用の

有効活用に関する意見書】

第５回臨時会報告
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◎湯梨浜町多目的温泉保養施設（龍鳳閣）
　　　指定管理者　財団法人東郷温泉龍鳳閣振興公社

　　　　　　　　　所在地　湯梨浜町大字引地560番地7

　　　指定の期間　平成18年9月1日から平成22年3月31日まで

◎はわい温泉・東郷温泉観光案内所
　　　指定管理者　はわい温泉・東郷温泉旅館組合

　　　　　　　　　所在地　湯梨浜町大字はわい温泉5番地22

　　　指定の期間　平成18年9月1日から平成22年3月31日まで

◎湯梨浜町立温泉ふれあい会館（ハワイゆ～たうん）
　　　指定管理者　財団法人羽合温泉開発公社

　　　　　　　　　所在地　湯梨浜町大字龍島500番地

　　　指定の期間　平成18年9月1日から平成22年3月31日まで

◎湯梨浜町立老人福祉センター及び湯梨浜町デイサービスセンター（東湖園）
　　　指定管理者　社会福祉法人湯梨浜町社会福祉協議会

　　　　　　　　　所在地　湯梨浜町大字泊1085番地1

　　　指定の期間　平成18年9月1日から平成22年3月31日まで

龍鳳閣
観光案内所
ハワイゆ～たうん
東湖園

の指定管理者が決まる

第5回臨時会が7月27日、会期1日
をもって開催され、指定管理者の指
定4件などを可決した。

☆ 議会広報調査特別委員会の欠員による補充を
した。
　　補充議員　濱中武仁

☆ 行財政改革調査特別委員会の欠員による補充
をした。
　　補充議員　酒井幸雄

☆議員派遣を決定した。
　　鳥取県町村議会常任・議会運営委員長研修会
　　　派遣場所　三朝町総合文化ホール
　　　期　　間　平成18年9月1日
　　　派遣議員　 吉村敏彦、光井哲治、酒井幸雄、

福本幸弘
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故 秋田議員
　永遠に安らかにお眠りください

弔　　　辞

　湯梨浜町議会議員　故秋田和幸君のご霊前に、謹んで哀悼の辞を捧げます。
　あなたは、湯梨浜町の旧家に生を受け、高校卒業後すぐＮＴＴへ勤務され退職後には家業に
励まれるとともに、豊かな経験のもと積極的に郷土の発展に貢献されました。
　その着実な業績の数々は、別所地区の方々をはじめ広く町民の尊敬するところであり、かつ、
町議会に籍を置き、２期６年にわたり地方自治の推進に大きな足跡を残されました。
　その間、東郷町議会では議会広報調査特別委員長、政治倫理の確立に関する調査特別副委員
長を歴任され、湯梨浜町議会では教育産業常任委員長の要職に就かれ、円満な議会の運営に大
いにご尽力され、真に民意を代表した議会人として、地域の発展に大いに貢献されました。
　あなたのすぐれた識見と円熟した人格は、接する人に親愛の情と敬意を起こさしめ、ことを
運ぶに当って常に貴重な役割を果たしてまいられたのであります。
　今後の町政運営にあなたのご活躍を期待するところ誠に大きなものがありましたのに、昨２
７日、ご家族の方々の献身的なご看病のかいもなく、再び帰らぬ人となってしまいました。わ
が町の重要な柱の一本が、急に抜き去られたような、むなしい思いにかられるのを禁じえない
のであります。
　今は、ご遺族のお悲しみを思ってお慰めの言葉もありませんが、湯梨浜町の今後の発展のう
えに、あなたのご偉業は脈々として伝えられることと信じ、ここに心からご冥福をお祈り申し
上げる次第であります。
　泉下の霊には、どうか永遠に安らかに眠られますよう重ねてお祈り申し上げ、告別の言葉と
いたします。

　　　　　　　　平成１８年６月２９日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湯梨浜町議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　長　　松 本　　繁

（東郷町議会の経歴）
第二常任委員会　委員
　平成13年４月27日～平成15年４月26日
教育産業常任委員会　副委員長
　平成15年４月27日～平成16年９月30日
広報調査特別委員会　副委員長及び委員長
　平成13年４月27日～平成16年９月30日
政治倫理の確立に関する調査特別委員会　副委員長
　平成15年６月16日～平成15年12月18日

（湯梨浜町議会の経歴）
総務常任委員会　委員
　平成16年10月５日～平成17年４月29日
教育産業常任委員会　委員長
　平成17年５月６日～平成18年６月27日
会計調査特別委員会　副委員長
　平成17年12月21日～平成18年３月７日
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秋
田
和
幸
議
員
が
54
歳
の
若
さ
で
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
当
初
か
ら
議
会
広
報
調
査
特

別
委
員
と
し
て
、「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集

に
携
わ
っ
て
き
た
仲
間
だ
っ
た
だ
け
に
残
念

で
な
ら
な
い
。

　

お
互
い
に
健
康
管
理
に
は
十
分
気
を
付
け
、

広
報
、
議
会
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
新
し
い
町

づ
く
り
に
全
力
を
注
ぎ
た
い
。

　

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員　

竹
中　

壽
健

編
集
後
記

議会の傍聴をお気軽に
　皆さんが選んだ議員が、どん
な活動をしているか、また、身
近な問題がどのように処理され
ているか関心がありませんか。
　議会の日程などは、議会事務
局にお問い合わせください。
　議会及び議会事務局に関する
ご意見をお聞かせください。

☎３５－５３４１

《あなたの声をお待ちしています》

湯梨浜町宇野（宇野東入口より西へ200ｍ）

　

宇
野
地
区
に
あ
る
自
然
流
下
の
滝
水
で
、
宇
野

山
か
ら
年
中
流
れ
出
て
い
ま
す
。「
南
無
妙
法
蓮

華
経
」
と
彫
ら
れ
た
巨
石
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
ダ

キ
」
と
呼
ば
れ
る
わ
き
水
が
あ
り
ま
す
。
カ
ル
シ

ウ
ム
含
有
量
が
多
く
、「
甘
み
が
あ
る
」、「
ク
セ

が
な
い
」
と
評
判
で
、
鳥
取
県
が
選
定
し
た
「
因

伯
の
名
水
」
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

宇
野
地
蔵
ダ
キ

湯梨浜町宇野（宇野東海岸より沖へ30ｍ）

　

宇
野
地
区
の
東
海
岸
に
、
亀
石
と
言
わ
れ
る
亀

の
姿
に
似
た
岩
が
あ
り
ま
す
。「
昔
々
、
女
の
神

様
〔
倭
文
（
し
と
り
）
神
社
の
下
照
姫
命
（
し
た

て
る
ひ
め
の
み
こ
と
）〕
が
海
か
ら
亀
に
乗
っ
て

お
い
で
に
な
り
、
陸
か
ら
の
眺
め
を
大
変
気
に
入

り
、
帰
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
神
様
の
帰
り

を
じ
っ
と
待
っ
て
い
た
亀
は
、
そ
の
ま
ま
岩
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
言
い
伝
え
で
す
。

亀　
　

石


